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下部消化管手術部位感染の実態調査 

中央手術室では、2013年 4月から 2014 年 6月 19 日までの間に川崎医科大学附属病院で手術

をうけられた患者さんのうち、下部消化管手術をうけられた患者さんを対象に手術部位感染の実

態調査するため、カルテより情報をいただき後ろ向き研究を行います。 

これは手術時の皮膚消毒で消毒薬の変更により効果を検討することで、手術部位感染を減少する

為に役立つものと考えています。後ろ向き研究であり、新たな侵襲はありません。手術部位感染

の発生率とその原因を把握するため、電子カルテより年齢、性別、BMI，手術時間、手術部位感

染の有無、輸血の有無を情報収集します。研究にあたり個人が直接同定されるような情報も収集

しません。 

研究をするために必要な資金を製薬会社などから提供してもらうことにより、その結果の判断

に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反状態といいます。この研

究では、研究結果に影響を及ぼしかねない資金の受け入れおよび使用はありません。 

 

 
上記の研究期間に川崎医科大学附属病院で下部消化管手術をうけられた患者さんは研究対象に

なる可能性がありますが、研究対象となることを希望されない方あるいはこの研究に関してご質

問のある方は、下記までご連絡ください。 

 

 

 

研究実施期間：平成 26年 8月から 2年間 

 

問い合わせ先：主任研究者 看護部 中央手術室 坂本龍浩 

TEL 086-462-1111（内線 26140） 
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